
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 5月 12日 参議院外交防衛委員会 岸田文雄外相答弁 

御指摘のように、四月七日の本委員会の質疑の中で藤田委員の方から、過去の

日韓会談の際に、朝鮮半島出身のＢＣ級戦犯について、いつどのような内容で協

議をしたのか、こうした御質問をいただきました。そして、私の方から、その時

点で外務省において把握している限りにおいては、御指摘のような協議を行っ

た事実、あるいは韓国政府から対応を求められた事実、こうした事実は確認され

ていない、このように答弁をさせていただきました。 

その後、この記録、数万ページに及んでおりますが、この記録改めて精査をい

たしました。そして、その中で、現時点において、一九五三年のこの記録の中に

二件御指摘の点に触れた部分があるということについて確認をいたしました。

一九五三年五月二十九日（①）、そして一九五三年六月十八日（②）の議事録の中に

御指摘の点に触れた部分が存在いたしました。 

 
① 2015 年 5 月 12 日の参・外防委で当時の岸田大臣が言及した２件の記録

は下記のとおりです。 
 

○昭和 28 年 5月 29 日に開催された第三回国籍処遇関係部会について 

「洪局長はその際、韓国人戦犯に対する日本側の扱いには腑に落ちない点

が多くあり、戦犯者は在日韓人の特殊性を最も良く現している旨述べ、こ

れに関する意見の応酬が若干行われた。」 
 

○昭和 28 年 6月 18 日に開催された請求権関係専門家協議会について 

「韓人たる戦犯者（巣鴨に拘禁中の者二十七人）の留守家族等に対する援

護はどうなっているかについて、従来特別未帰還者給与法によって支給さ

れていた韓国人家族援護金は、今国会提出予定の「未帰還者留守家族等援

護法」（附則第二六項）によっても、当分の間、従前通り支給されることに

なっている旨回答した。」 
 

②なお、その後に追加で判明した議事録はございません。 

 

」 

 

出典：参議院外交防衛委員会会議録（2015 年 5 月 12 日）/外務省提出資料より抜粋、山添拓事務所作成 
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